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１．会社紹介

創業 昭和２４年（１９４９年）

拠点 本社（士幌町）
帯広支店（帯広）

資本金 ５，０００万円

完成工事高 約２５億円（R6年3月）

役職員数 ５３人
（令和６年７月時点）
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２．工事概要

工 事 名 芽室川西地区八千代送水幹線用水路広野23号工区外一連工事

工 期 令和４年３月２２日～令和５年２月２０日

工 事 概 要 ・管水路工事
・工事延長 L=552m(3条並列) L=365m(単列)
・管体工 DCIPφ450mm L=552m

DCIPφ700mm L=552m
DCIPφ350mm L=552m
DCIPφ600mm L=365m

発 注 者 北海道開発局 帯広開発建設部
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２．工事概要

至 帯広

八千代送水幹線 φ450

東美栄幹線 φ700

上帯広幹線 φ350

清川第１幹線 φ600

【 凡 例 】

着工前
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３．ＩＣＴ取り組み内容

UAVを用いた
起工測量

３次元設計
データー作成

＆
ＣＩＭ

ＩＣＴ建機
３次元計測機
出来形計測
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３－１．ＵＡＶを用いた起工測量

ＵＡＶによる起工測量

ＵＡＶを用いて３次元測量を実施
（設計照査の作業時間を短縮）

ＵＡＶによる解析データー
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３次元設計
データ作成

３Ｄプリンター
模型確認

ＣＩＭモデル確認

空気弁工

３－２．３次元設計データ作成＆ＣＩＭ
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ＣＩＭモデル確認

空気弁工

管路模型を使用した施工方法確認の様子

工事の効率化 安全管理の向上

３－２．３次元設計データ作成＆ＣＩＭ
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３次元設計
データ作成

３Ｄプリンター
模型確認

ＣＩＭモデル確認

空気弁工

管路模型を使用した施工方法確認の様子

工事の効率化 安全管理の向上

実際の施工時の様子

３－２．３次元設計データ作成＆ＣＩＭ

３Ｄプリンターで作成した管路模型
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３－３．ＩＣＴ建機による施工

ＭＣバックホウによる掘削状況 管頂３０cm 埋戻砂利敷均し完了

測量時間の削減 良好な品質確保
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３－４．３次元計測機を用いた出来形計測

出来形管理

監督員立会
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３－４．３次元計測機を用いた出来形計測

出来形管理

監督員立会
床面

起床砂利面

管頂部

管頂30cm部
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４．ＩＣＴ取り組みの効果

３次元設計
データ作成

＆
ＣＩＭ

ＩＣＴ建機
３次元計測機
出来形計測

効果１：全体の作業時間従来の５割削減
効果２：工事書類作成の省力化

UAVを用いた
起工測量
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５．良かった点
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６．活用と発展
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６．活用と発展

現況 AR投影
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• 地元高校生を招待した現場見学会の開催（2019～2023年）
• 令和5年開催は土木学科の3学年105名が来場
• 弊社にとって毎年新しい取り組みの発表の場となっている
• 新技術は若い世代に希望を与え、採用活動にも繋がっている

７．担い手育成の取組
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現場のデスクワーク負担を減らすため、
事務部門におけるバックオフィス化を目指す

目 的

認定取得

取組状況

２０２２年 ２名
２０２３年 １名

女性職員を中心に順次現場を訪問。
現場とのコミュニケーションを強化し、事務作業等をサポート。

８．建設ディレクター
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良かった点

今後の課題

• 機械単独作業による安全性の向上
• 品質確保やスピーディーな出来形管理の確認および実現
• 作業従事者の作業量の軽減
• 工期の短縮につながっている事

3次元起工測量、点群データ処理、3次元出来形測量
をおこなえる職員を増やす

全職員の３次元データ・CIMデーター
作成技術の習得

９．今後の課題



©HIRATA CONSTRUCTION Co., Ltd

ご清聴ありがとうございました


